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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期
第３四半期
連結累計期間

第44期
第３四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自 平成24年３月21日
至 平成24年12月20日

自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日

自 平成24年３月21日
至 平成25年３月20日

売上高 (千円) 26,912,646 29,607,044 35,017,213

経常利益 (千円) 2,658,171 3,431,658 3,045,223

四半期(当期)純利益 (千円) 1,548,696 2,105,657 1,633,648

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,538,209 2,254,657 1,935,586

純資産額 (千円) 14,878,685 17,137,139 15,276,061

総資産額 (千円) 29,920,443 33,695,185 29,277,139

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 87.09 117.96 91.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 86.79 117.52 91.39

自己資本比率 (％) 49.6 50.7 52.0
 

　

回次
第43期
第３四半期
連結会計期間

第44期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年９月21日
至 平成24年12月20日

自 平成25年９月21日
至 平成25年12月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 36.25 51.80
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

なお、平成25年５月20日付けでアルインコ オクト（タイランド）㈱を設立し、第２四半期連結会計期

間より連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。　

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（以下、当第３四半期という。）のわが国経済は、円安・株高や世界経済の

緩やかな回復を背景に企業収益の改善や個人消費の増加が継続しており、緩やかな回復傾向が続いており

ます。

当社グループの主な関連業界である建設及び住宅関連業界においては、経年によって老朽化が進む社会

インフラの改修整備や住宅・マンションのリフォーム需要及び被災地の復旧・復興需要により、建設投資

は引き続き緩やかな回復基調を維持しております。

このような状況のなかで当社グループにおいては、全てのセグメントの売上高が前年同期を上回って好

調に推移した結果、売上高は前年同期比10.0％増の296億７百万円となりました。

利益面では、円安の影響で住宅機器セグメントの海外仕入コストが上昇しましたが、売上高の増加など

によって営業利益は前年同期比8.7％増の27億23百万円となりました。経常利益は為替予約のヘッジ効果

もあり前年同期比29.1％増の34億31百万円、四半期純利益につきましては前年同期比36.0％増の21億５百

万円となりました。

　

各セグメントの状況は次のとおりであります。なお、セグメント区分の売上高はセグメント間の内部売

上高を含んでおりません。　

　

各セグメントの名称
連結売上高 連結営業利益（セグメント利益）

金額（百万円） 前年同期比（％） 金額（百万円） 前年同期比（％）

建設機材関連事業 8,353 22.4 981 46.6

レンタル関連事業 10,901 1.9 1,413 8.2

住宅機器関連事業 7,838 10.8 95 △77.3

電子機器関連事業 2,513 8.7 233 112.2

報告セグメント計 29,607 10.0 2,723 8.7
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建設機材関連事業

当事業の売上高は、前年同期比22.4％増の83億53百万円となりました。社会インフラ等についての耐

震・リフォーム工事などの需要増加を背景に、レンタル会社の購買意欲が前期から引き続き底堅く推移

したことから、新型システム足場のほか多くの製品ジャンルにおいて販売が好調に推移しました。

利益面では、売上高の増加により営業利益が前年同期比46.6％増の９億81百万円となりました。

　
レンタル関連事業

当事業の売上高は、前年同期比1.9％増の109億１百万円となりました。建設業界の人手不足による影

響もみられましたが、新設住宅着工戸数の伸びによる新築工事の増加やリフォーム工事の堅調な推移に

より、レンタル資産の稼働率も上昇しました。

利益面では、売上高の増加などにより営業利益が前年同期比8.2％増の14億13百万円となりました。

　
住宅機器関連事業

当事業の売上高は、前年同期比10.8％増の78億38百万円となりました。アルミ製品は企業の設備投資

意欲の改善により、金物・工具ルート向けの売上高が好調に推移しました。また、フィットネス部門は

マッサージ器関係の新製品販売や通販ルートでの販売企画が好調に推移しました。

利益面では、円安によって海外からの仕入コストが上昇したため、営業利益は前年同期比77.3％減の

95百万円となりました。　

　

電子機器関連事業

当事業の売上高は、前年同期比8.7％増の25億13百万円となりました。主力の特定小電力無線機の販

売が堅調に推移したことに加え、デジタル消防無線機の販売により、売上高が増加しました。

利益面では、売上高の増加と売上総利益率の改善により、営業利益は前年同期比112.2％増の２億33

百万円となりました。　

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末（以下、当第３四半期末という。）の総資産は336億95百万円となり、

前連結会計年度末（以下、前期末という。）に比べ44億18百万円増加しました。総資産の内訳は、流動

資産が229億90百万円（前期末比34億73百万円増）、固定資産が107億４百万円（前期末比９億44百万円

増）であります。流動資産の主な増加要因は、受取手形及び売掛金やたな卸資産の増加であります。

（負債）

負債の部は、当第３四半期末は165億58百万円となり、前期末に比べ25億56百万円増加しました。そ

の内訳は、流動負債が118億76百万円（前期末比22億38百万円増）、固定負債が46億82百万円（前期末

比３億18百万円増）であります。流動負債の主な増加要因は支払手形及び買掛金や短期借入金の増加で

あります。

（純資産）

純資産の部は、四半期利益が21億５百万円となったことや、配当を４億81百万円実施したことなどに

より、171億37百万円（前期末比18億61百万円増）となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動に係る費用の総額は203百万円であります。なお、

当該金額は既存製品の改良、応用等に関する費用であり、「研究開発費等に係る会計基準」（企業会計

審議会）に規定する「研究開発費」として計上すべき金額はありません。

また、当第３四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

EDINET提出書類

アルインコ株式会社(E01430)

四半期報告書

 5/18



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,200,000

計 35,200,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年12月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,509,326 19,509,326
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数100株

計 19,509,326 19,509,326 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月20日 ― 19,509,326 ― 5,571,558 ― 3,206,759
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、直前の基準日(平成25年９月20日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,601,300

 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 17,906,100
 

179,061 ―

単元未満株式 普通株式 1,926
 

― ―

発行済株式総数 19,509,326 ― ―

総株主の議決権 ― 179,061 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が3,700株(議決権37個)含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式31株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
アルインコ㈱

大阪府高槻市
三島江１丁目１番１号

1,601,300 ― 1,601,300 8.21

計 ― 1,601,300 ― 1,601,300 8.21
 

　

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年９月21

日から平成25年12月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月21日から平成25年12月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,844,854 4,434,037

受取手形及び売掛金 9,337,346 11,526,191

商品及び製品 3,969,412 4,431,125

仕掛品 512,936 624,371

原材料 1,016,414 1,317,057

その他 855,467 667,418

貸倒引当金 △19,683 △9,806

流動資産合計 19,516,746 22,990,395

固定資産

有形固定資産

レンタル資産 16,911,867 17,546,971

減価償却累計額 △14,864,935 △15,117,917

レンタル資産（純額） 2,046,931 2,429,053

建物及び構築物 5,058,240 5,203,934

減価償却累計額 △3,435,781 △3,566,609

建物及び構築物（純額） 1,622,458 1,637,325

土地 1,977,858 2,183,655

その他 3,447,995 3,717,545

減価償却累計額 △2,796,561 △2,945,174

減損損失累計額 △56,062 △56,062

その他（純額） 595,371 716,308

有形固定資産合計 6,242,620 6,966,343

無形固定資産 57,407 50,118

投資その他の資産

投資有価証券 2,326,847 2,546,216

長期貸付金 9,557 8,467

繰延税金資産 92,878 22,049

その他 1,040,676 1,114,645

貸倒引当金 △9,595 △3,051

投資その他の資産合計 3,460,364 3,688,327

固定資産合計 9,760,392 10,704,789

資産合計 29,277,139 33,695,185

EDINET提出書類

アルインコ株式会社(E01430)

四半期報告書

 9/18



(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月20日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,102,781 7,198,255

短期借入金 2,079,324 2,778,660

未払法人税等 876,046 466,471

賞与引当金 529,769 292,936

リコール損失引当金 180,000 118,148

その他 869,926 1,021,538

流動負債合計 9,637,847 11,876,009

固定負債

長期借入金 3,607,025 3,948,364

退職給付引当金 85,718 89,190

役員退職慰労引当金 212,159 212,159

関係会社事業損失引当金 137,210 137,210

その他 321,117 295,111

固定負債合計 4,363,230 4,682,035

負債合計 14,001,077 16,558,045

純資産の部

株主資本

資本金 5,571,558 5,571,558

資本剰余金 3,306,759 3,313,227

利益剰余金 6,541,478 8,165,381

自己株式 △562,496 △513,872

株主資本合計 14,857,299 16,536,294

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 115,612 178,015

繰延ヘッジ損益 174,971 122,664

為替換算調整勘定 90,834 237,212

その他の包括利益累計額合計 381,418 537,892

新株予約権 820 222

少数株主持分 36,523 62,729

純資産合計 15,276,061 17,137,139

負債純資産合計 29,277,139 33,695,185
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年12月20日)

売上高 26,912,646 29,607,044

売上原価 18,179,934 20,401,292

売上総利益 8,732,711 9,205,751

販売費及び一般管理費 6,227,438 6,481,965

営業利益 2,505,273 2,723,786

営業外収益

受取利息 2,487 6,906

受取地代家賃 44,861 44,711

為替差益 40,580 521,925

作業屑等売却益 32,752 49,475

持分法による投資利益 65,002 88,579

その他 53,033 71,825

営業外収益合計 238,716 783,423

営業外費用

支払利息 50,975 46,313

支払地代家賃 18,345 18,345

その他 16,498 10,892

営業外費用合計 85,819 75,551

経常利益 2,658,171 3,431,658

特別利益

有形固定資産売却益 64 1,484

持分変動利益 3,570 －

特別利益合計 3,635 1,484

特別損失

有形固定資産除売却損 3,508 4,505

無形固定資産除売却損 200 －

減損損失 13,668 －

その他 － 145

特別損失合計 17,377 4,650

税金等調整前四半期純利益 2,644,429 3,428,492

法人税、住民税及び事業税 1,028,139 1,130,084

法人税等調整額 69,211 203,944

法人税等合計 1,097,350 1,334,028

少数株主損益調整前四半期純利益 1,547,078 2,094,464

少数株主損失（△） △1,617 △11,193

四半期純利益 1,548,696 2,105,657
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年12月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,547,078 2,094,464

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △25,391 62,031

繰延ヘッジ損益 5,551 △52,306

為替換算調整勘定 10,759 150,096

持分法適用会社に対する持分相当額 211 370

その他の包括利益合計 △8,869 160,193

四半期包括利益 1,538,209 2,254,657

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,540,229 2,262,131

少数株主に係る四半期包括利益 △2,020 △7,474
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年３月21日 至 平成25年12月20日)

　連結の範囲の重要な変更

平成25年５月20日付けでアルインコ オクト（タイランド）㈱を設立し、第２四半期連結会計期間より連結

の範囲に含めております。
 

 

【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年３月21

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しており

ます。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益はそれぞれ50,620千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

 

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年12月20日)

 減価償却費　（千円） 1,295,034 1,238,011
 

 

　

　

EDINET提出書類

アルインコ株式会社(E01430)

四半期報告書

13/18



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月21日 至 平成24年12月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月２日
取締役会

普通株式 231,168 13.0 平成24年３月20日 平成24年６月４日 利益剰余金

平成24年10月19日
取締役会

普通株式 195,604 11.0 平成24年９月20日 平成24年11月26日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年12月20日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月２日
取締役会

普通株式 248,950 14.0 平成25年３月20日 平成25年６月４日 利益剰余金

平成25年10月21日
取締役会

普通株式 232,803 13.0 平成25年９月20日 平成25年11月25日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月21日 至 平成24年12月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額建設機材

関連事業
レンタル
関連事業

住宅機器
関連事業

電子機器
関連事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 6,826,403 10,696,048 7,077,352 2,312,842 26,912,646 ― 26,912,646

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

910,039 904 249,920 34,651 1,195,515 △1,195,515 ―

計 7,736,442 10,696,952 7,327,273 2,347,493 28,108,162 △1,195,515 26,912,646

セグメント利益 669,654 1,305,842 419,711 110,065 2,505,273 ― 2,505,273
 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

報告セグメントに帰属しない全社資産である売却予定の岩手県岩手郡雫石町の土地において、回収可

能価額が帳簿価額を下回ったため、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しております。なお、

減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては13,668千円であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年12月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額建設機材

関連事業
レンタル
関連事業

住宅機器
関連事業

電子機器
関連事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,353,802 10,901,643 7,838,420 2,513,177 29,607,044 ― 29,607,044

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

1,129,354 100,932 468,818 31,105 1,730,210 △1,730,210 ―

計 9,483,156 11,002,575 8,307,239 2,544,283 31,337,255 △1,730,210 29,607,044

セグメント利益 981,482 1,413,308 95,447 233,548 2,723,786 ― 2,723,786
 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
至 平成24年12月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年12月20日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 87円09銭 117円96銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 1,548,696 2,105,657

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,548,696 2,105,657

    普通株式の期中平均株式数(株) 17,782,196 17,850,445

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 86円79銭 117円52銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 62,800 66,840

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

第44期（平成25年３月21日から平成26年３月20日まで）中間配当については、平成25年10月21日開催の

取締役会において、平成25年９月20日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　 232,803千円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　13円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成25年11月25日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   北 　本 　 敏      印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   神 　田 　正 　史   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   桃  原　 一　 也   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年１月31日

アルインコ株式会社

取締役会  御中

　

 

　

 

　

 

　

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
アルインコ株式会社の平成25年３月21日から平成26年３月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成25年９月21日から平成25年12月20日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年３月21日から
平成25年12月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限
定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に
公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アルインコ株式会社及び連結子会社の
平成25年12月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に
表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以  上
　
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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